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〈
論
文
〉

フ
ラ
ン
ス
知
識
人
が
見
た
日
本
の
大
陸
・
植
民
地
政
策
（
五
）

─
支
那
事
変
か
ら
フ
ラ
ン
ス
敗
戦
に
至
る

─
ワ
シ
ー
リ
ー
・
モ
ロ
ジ
ャ
コ
フ

要
旨　

本
稿
の
目
的
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
、
支
那
事
変
勃
発
か
ら
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
（
フ
ラ
ン
ス
国
）
発
足
に

至
る
日
本
の
大
陸
政
策
、
特
に
日
中
戦
争
に
対
す
る
ア
ジ
ア
政
策
を
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
中
心
と
な
る
の
は
、
一
九
三
七
年
七
月
～
一
九
三

九
年
七
月
に
、
国
際
連
盟
の
技
師
専
門
家
・
国
民
党
政
権
顧
問
と
し
て
南
中
国
で
勤
務
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
ア
ン
リ
・
モ
ー（H

enri M
aux; 1900–1950

年
）
の
活
動
で
あ
る
。
知
識
人
で
あ
っ
た
モ
ー
は
技
師
の
仕
事
ば
か
り
で
な
く
、
仏
中
関
係
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
益
を
よ
く
理

解
し
た
上
で
た
た
か
う
中
国
に
援
助
を
与
え
て
い
た
。
一
九
三
九
年
九
月
に
勃
発
し
た
欧
州
戦
争
で
、
日
本
は
不
介
入
方
針
を
掲
げ
た
が
、
日
仏
関

係
は
次
第
に
緊
張
の
度
を
増
し
て
い
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
敗
戦
と
ヴ
ィ
シ
ー
政
権
（
フ
ラ
ン
ス
国
）
の
発
足
は
そ
の
新
し
い
転
回
点
に
な
っ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
日
本
、
フ
ラ
ン
ス
、
中
国
、
大
陸
政
策
、
日
中
戦
争
、
国
際
連
盟
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、
フ
ラ
ン
ス
敗
戦
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日
中
戦
争
と
フ
ラ
ン
ス
対
策

　

日
本
側
の
公
式
発
表
は
あ
く
ま
で
「
支
那
事
変
」
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
を
含
め
欧
州
で
は
一
般
的
に
「
日
中
戦
争
」（la guerre Sino-

japonaise

）
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
外
交
官
は
言
葉
を
慎
重
に
選
ん
だ
が
、
政
治
評
論
家
、
分
析
官
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
は
、
フ
ラ
ン

ス
の
有
名
な
諺
に
「
猫
を
猫
と
呼
ぶ
」（appeler un chat un chat

）
と
あ
る
通
り
、「
戦
争
は
戦
争
だ
」
と
言
っ
た
。

　

日
中
戦
争
の
結
末
、
日
中
関
係
の
未
来
像
、
特
に
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
立
場
・
地
位
へ
の
影
響
を
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
主
に

自
身
の
政
治
的
信
条
を
基
に
予
言
し
た
。

　

親
中
派
の
声
を
代
表
す
る
法
学
者
の
ジ
ャ
ン
・
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
（Jean Escarra; 

一
八
八
五
―
一
九
五
五
年
）
は
、
日
本
か
中
国
か
い

ず
れ
か
の
「
決
定
的
勝
利
は
不
可
能
だ
。･･････

日
本
と
中
国
が
緒
戦
で
戦
っ
て
も
、
太
平
洋
に
権
益
を
も
つ
国
家
は
中
立
を
履
行
し
て

い
る
。
し
か
し
、
平
和
条
約
〔
の
準
備
・
交
渉
の
時
〕
に
つ
い
て
は
、
列
強
は
も
ち
ろ
ん
声
を
出
す
」
と
論
じ
た
。
日
本
の
勝
利
は
イ
ン

ド
シ
ナ
を
は
じ
め
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
利
益
に
対
し
て
脅
威
と
な
る
が
、
中
国
が
勝
利
す
る
場
合
は
イ
ン
ド
シ
ナ
は
危
険
な
状
態
に
は
な

ら
な
い
、
と
彼
は
強
調
し
た
。
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
は
、
日
本
の
拡
大
・
侵
略
に
対
し
て
「
弱
腰
の
」
フ
ラ
ン
ス
政
府
、
特
に
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・

ボ
ネ
（Georges Bonnet; 

一
八
八
九
―
一
九
七
三
年
）
外
相
（
以
前
財
務
大
臣
等
、
の
ち
司
法
大
臣
）
と
シ
ャ
ル
ル
・
ア
ル
セ
ー
ヌ
＝
ア

ン
リ
（Charles A

rsène-H
enry; 

一
八
八
一
―
一
九
四
三
年
）
駐
日
大
使
（
一
九
三
六
―
一
九
四
三
年
）
の
対
策
を
批
判
し
た
。
そ
れ
と

共
に
こ
の
分
析
官
は
、
日
本
の
軍
事
力
は
誇
張
さ
れ
て
き
た
の
で
、
対
日
経
済
制
裁
は
日
本
の
侵
略
を
阻
止
で
き
る
可
能
性
が
高
い
、
と

述
べ
た
。「
中
国
が
勝
利
す
れ
ば
、
復
興
の
た
め
に
外
国
の
投
下
資
本
が
必
要
に
な
る
」
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
、

と
エ
ス
カ
ッ
ラ
ー
は
進
言
し
て
い
る（

１
）。

ボ
ネ
外
相
は
「
財
界
の
人
物
」（l’hom

m
e des finances

）
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
、
投
下
資
本
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の
必
要
性
と
い
っ
た
論
拠
は
か
な
り
有
効
で
あ
っ
た
。

　

親
日
派
は
、
必
ず
し
も
反
中
で
は
な
く
、
日
本
の
政
策
を
擁
護
、
支
持
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
益
か
ら
見
て
、
日
本
の
拡
大
は
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
共
産
主
義
の
拡
大
に
比
べ
れ
ば
危
険
で
な
い
と
評
し
て
い
た
。
政
界
で
こ
の
立
場
を
代
表
す
る
元
外
交
官
の
エ
ド
ワ
ー
ル
・

ク
ラ
ヴ
ェ
リ
ー
（Édouard Clavery; 

一
八
六
七
―
一
九
四
九
年
）
は
、
国
民
党
政
権
の
敗
北
、
新
し
い
親
日
政
権
の
成
立
を
予
言
し
、

日
本
側
の
期
待
を
反
映
し
て
「
平
和
と
協
力
の
時
代
は
近
い
」
と
相
変
わ
ら
ず
述
べ
て
い
た（

２
）。

　

よ
り
中
立
的
な
立
場
を
取
っ
た
分
析
官
の
ロ
ジ
ェ
・
レ
ヴ
ィ
ー
（Roger Lévy; 

一
八
八
七
―
一
九
七
八
年（

３
））

は
、
四
つ
の
可
能
性
を

分
析
し
た
。
一
つ
目
、
日
本
が
勝
利
す
れ
ば
長
江
以
北
を
統
制
し
、
独
占
的
に
開
発
で
き
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
に
は
外
国
の
大
々
的
な

投
下
資
本
が
絶
対
必
要
で
あ
る
。
二
つ
目
、
日
本
が
失
敗
し
た
場
合
に
は
、
状
態
は
戦
争
勃
発
以
前
（status quo ante bellum

）
に
戻

る
。
三
つ
目
、
各
地
で
混
乱
が
起
こ
っ
た
場
合
に
は
、
発
展
と
開
発
が
不
可
能
に
な
る
。
四
つ
目
、「
数
年
後
、
北
中
国
で
、
日
本
の
影
響

下
に
あ
る
が
日
本
の
支
配
下
で
は
な
い
中
国
政
権
の
樹
立
が
可
能
に
な
る
」
と
レ
ヴ
ィ
ー
は
論
じ
た（

４
）。

　

日
本
が
勝
利
す
る
場
合
に
も
、
中
国
の
各
地
で
混
乱
が
続
く
場
合
に
も
、
フ
ラ
ン
ス
に
経
済
的
に
有
利
な
可
能
性
は
存
在
し
な
い
。
日

本
の
影
響
下
で
も
中
国
政
権
の
樹
立
は
、
ま
だ
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
で
、「
フ
ラ
ン
ス
は
全
て
の
良
い
評
判
を
利
用
し
な
く
て
い
け
な
い
。

戦
争
が
終
わ
っ
て
、
危
機
が
解
決
さ
れ
た
後
、
仏
中
関
係
に
は
中
国
の
善
意
が
特
に
重
要
に
な
る
」
と
レ
ヴ
ィ
ー
は
結
論
し
た
。
同
時
に

著
者
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
・
貿
易
上
の
利
益
を
考
慮
し
て
、
日
本
か
ら
の
危
険
、
中
国
か
ら
の
危
険
、
日
中
同
盟

か
ら
の
危
険
が
起
こ
る
可
能
性
も
あ
る
、
と
も
強
調
し
た（

５
）。

　

仏
中
関
係
に
お
い
て
レ
ヴ
ィ
ー
が
望
ん
だ
「
良
い
評
判
」
は
存
在
し
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
を
利
用
す
る
可
能
性
は
あ
っ
た
の
か
。
一
九

三
八
年
頃
か
ら
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
対
日
政
策
は
「
弱
腰
」
と
、
対
中
政
策
に
つ
い
て
は
「
迷
っ
て
い
る
」
と
か
「
足
り
な
い
」
と
か
と
た

び
た
び
批
判
さ
れ
た
。
東
ア
ジ
ア
で
政
治
的
軍
事
的
に
よ
り
力
強
い
立
場
に
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
も
、
日
本
の
大
陸
政
策
に
対
し
て
は
「
宥



― 50 ―

フランス知識人が見た日本の大陸・植民地政策（五）

和
方
針
」
を
選
ん
だ
。
一
九
三
七
～
一
九
四
一
年
の
駐
日
英
大
使
ロ
バ
ー
ト
・
ク
レ
イ
ギ
ー
（Robert Craigie; 

一
八
八
三
―
一
九
五
九

年
）
は
、
軍
閥
の
強
化
、「
対
外
拡
大
の
目
的
を
中
心
す
る
全
体
主
義
的
政
権
の
創
出
」
を
明
確
に
理
解
し
た
が
、
一
方
で
「
リ
ベ
ラ
ル
政

界
」、
い
わ
ゆ
る
「
中
庸
」（m

oderates

）
の
能
力
を
高
く
評
価
し
て
い
た
。
英
大
使
は
、「
中
庸
」
の
外
相
広
田
弘
毅
、
宇
垣
一
成
、
有

田
八
郎
、
野
村
吉
三
郎
の
影
響
力
に
期
待
し
て
い
た
の
で
、
日
本
の
侵
略
的
な
大
陸
政
策
を
批
判
は
し
て
も
、
英
政
府
に
は
よ
り
慎
重
な

対
日
政
策
を
勧
告
し
た（

６
）。

そ
れ
が
実
を
結
ん
だ
天
津
事
件
関
係
の
日
英
協
定
（「
有
田
・
ク
レ
イ
ギ
ー
協
定
」、
一
九
三
九
年
七
月
）
は
、

「
極
東
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
〔
協
定
〕」
と
批
判
さ
れ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
困
難
な
状
態
の
中
で
、
国
際
連
盟
関
係
機
関
の
行
動
は
、
仏
中
友
好
関
係
を
可
能
に
す
る
契
機
に
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
政

府
は
日
本
政
府
を
「
宥
和
」
し
て
き
た
が
、
国
際
連
盟
の
フ
レ
ー
ム
の
中
で
は
中
国
（
国
民
党
政
権
）
に
い
ろ
い
ろ
と
救
い
の
手
を
差
し

伸
べ
て
き
た
。
人
知
れ
ず
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
の
一
つ
に
、
一
九
三
七
～
一
九
三
九
年
の
「
ア
ン
リ
・
モ
ー
団
体
」（
技
師
団
）
の
活
動
が

あ
っ
た
。技

師
ア
ン
リ
・
モ
ー
と
そ
の
ア
ジ
ア
経
験

　

ア
ン
リ
・
モ
ー
（H
enri M

aux; 

一
九
〇
〇
―
一
九
五
〇
年
）
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
か
？
な
ぜ
仏
中
関
係
史
に
と
っ
て
彼

が
大
事
な
の
か
？　

一
般
に
は
、
家
族
と
元
同
僚
く
ら
い
に
し
か
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
技
師
の
人
生
と
仕
事
だ
が
、
彼
の
場
合
は
、
一

九
九
九
年
に
出
版
さ
れ
た
評
伝
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
娘
の
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
・
モ
ー
・
ロ
ベ
ー
ル
は
、
フ
ラ

ン
ス
国
立
資
料
館
、
フ
ラ
ン
ス
外
交
資
料
館
、
家
族
文
書
の
資
料
（
多
数
の
写
真
を
含
め
て
）
に
基
づ
い
て
、
友
人
・
同
僚
の
回
顧
録
を

収
集
し
て
、
詳
し
い
研
究
論
文
を
執
筆
・
編
集
し
た（

７
）。

そ
の
資
料
は
本
研
究
の
た
め
に
価
値
が
高
い
と
結
論
で
き
る
。
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ア
ン
リ
・
モ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ス
南
西
部
の
エ
ロ
ー
県
ベ
ジ
エ
市
に
生
ま
れ
一
七
歳
で
パ
リ
に
移
転
し
た
。
彼
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
私
立

高
等
学
校
ス
タ
ニ
ス
ラ
ー
ス
・
コ
レ
ー
ジ
（Collège Stanislas de Paris

）
に
学
び
、
名
門
エ
コ
ー
ル
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ー
ク
（École 

polytechnique
）
を
卒
業
し
た
後
、
橋
梁
道
路
技
師
団
（corps des ponts et des chaussées

）
の
国
家
公
務
員
に
な
っ
た
。
一
時
期

フ
ラ
ン
ス
本
土
と
エ
ジ
プ
ト
で
勤
務
し
た
後
、
一
九
二
七
年
か
ら
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
の
保
護
統
治
行
政
に
従
事
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
「
当
時
は
植
民
地
の
最
も
幸
せ
な
時
期
で
あ
っ
た
。
あ
そ
こ
で
キ
ャ
リ
ア
を
は
じ
め
る
の
は
若
手
技
師
に
と
っ
て
格
別
な
チ
ャ
ン
ス
で

あ
っ
た
」、
と
娘
の
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
は
述
べ
て
い
る（

８
）。

モ
ー
は
一
九
三
二
年
ま
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
保
護
統
治
に
従
事
す
る
中
で
、
一
九

二
九
年
か
ら
交
通
網
技
師
長
と
し
て
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
の
敷
設
を
指
導
し
て
い
た
。
そ
の
時
カ
ン
ボ
ジ
ア
各
地
を
訪
問
し
た
モ
ー
は
そ
の
文

明
・
文
化
を
愛
好
し
尊
重
し
た
。
一
年
間
の
休
暇
中
に
モ
ー
は
、
中
国
、
日
本
、
朝
鮮
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
を
旅
行
し
た
が
、
そ
の
際
、

特
に
中
国
文
化･

文
明
へ
の
関
心
が
高
か
っ
た
。
一
九
三
三
～
一
九
三
六
年
、
モ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
・
コ
ー
チ
シ
ナ
植
民
地
に
勤
め
て
、
灌

漑
施
設
の
建
設
を
指
導
し
て
い
た
が
、
彼
は
植
民
地
で
の
勤
務
に
失
望
し
て
、
一
九
三
六
年
の
次
の
長
期
休
暇
中
に
橋
梁
道
路
技
師
団
を

退
職
し
た
。
そ
の
理
由
は
本
研
究
の
テ
ー
マ
と
直
接
の
関
係
が
あ
る
。

モ
ー
の
「colonisation

」
対
「colonialism

e

」
の
見
解

　

エ
コ
ー
ル
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ー
ク
の
卒
業
者
と
し
て
モ
ー
は
、
高
級
技
師
と
い
う
ば
か
り
で
な
く
、
エ
リ
ー
ト
意
識
を
持
つ
知
識
人
で

あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
エ
コ
ー
ル
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ー
ク
の
出
身
者
に
は
、
工
業
・
建
設
ば
か
り
で
な
く
、
陸
海
軍
か
ら
政
界
に
い
た

る
さ
ま
ざ
ま
な
キ
ャ
リ
ア
の
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
た
。
そ
の
中
に
は
文
人

―
作
家
、
評
論
家
、
政
治
・
経
済
学
者

―
も
大
勢
い
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た
。
モ
ー
は
文
人
で
は
な
か
っ
た
が
、
国
内
及
び
国
際
政
治
・
経
済
の
諸
問
題
に
つ
い
て
熱
心
に
考
え
て
自
分
の
見
解
を
持
っ
て
い
た
。

　

特
に
モ
ー
は
、「colonisation

」
と
「colonialism

e

」
を
は
っ
き
り
区
別
し
た
。
こ
の
二
つ
の
フ
ラ
ン
ス
語
は
似
て
い
る
が
、
意
味
が

違
っ
て
い
る
。「colonisation

」
い
わ
ゆ
る
「
植
民
化
」
は
、「
開
発
」、「
開
拓
」
か
ら
「
文
明
化
」、「
近
代
化
」
に
い
た
る
意
味
が
あ
る
。

「colonialism
e

」
い
わ
ゆ
る
「
植
民
地
主
義
」
に
は
「
搾
取
」、「
差
別
待
遇
」、「
白
人
の
負
担
」
な
ど
の
意
味
が
あ
る
。
現
在
の
認
識
で

は
「colonisation
」
も
「colonialism

e

」
も
激
し
く
非
難
さ
れ
て
い
る
が
、
歴
史
学
の
義
務
と
目
的
は
過
去
の
人
生
、
そ
の
思
想
と
行

動
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

植
民
地
勤
務
を
通
し
て
、
モ
ー
は
、
原
住
民
を
「
野
蛮
人
」
で
は
な
く
「
子
供
」
ま
た
は
「
弟
」
と
見
な
し
た
。
彼
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

ベ
ト
ナ
ム
（
当
時
は
、
ト
ン
キ
ン
保
護
領
、
安
南
保
護
領
、
フ
ラ
ン
ス
・
コ
ー
チ
シ
ナ
植
民
地
に
分
け
ら
れ
て
い
た
）
や
中
国
の
古
代
文

明
を
尊
重
し
た
が
、
そ
の
民
族
は
現
代
文
明
か
ら
「
後
れ
て
い
る
」
と
考
え
た
。
勿
論
、
当
時
モ
ー
の
よ
う
な
人
物
に
と
っ
て
、
西
洋
文

明
以
外
に
「
文
明
」
は
な
い
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
風
の
「
植
民
化
」
に
は
、
原
住
民
を
現
代
文
明
で
啓
蒙
し
、
そ
の
教
育
を
近
代
的
に

す
る
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
モ
ー
の
見
解
は
そ
う
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
植
民
地
と
そ
の
原
住
民
の
「
文
明
化
」
を
よ
く
語
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
中
に
は
、
そ
う
考
え
な
い
人
も
た
。
イ
ギ
リ
ス
風
の
も
っ

と
激
し
い
「
植
民
地
主
義
」
を
優
先
さ
せ
る
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
官
僚
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
モ
ー
は
そ
の
精
神
と
行
動
に
お
い
て
高
邁
で

あ
っ
た
。
娘
の
ア
ト
ワ
ネ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、「
彼
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
〔
の
官
僚
の
間
に
〕
に
充
満
し
て
い
た
『
植
民
地
主
義
的
』
気
分
が
大

嫌
い
で
あ
っ
た
。〔
原
住
民
と
の
〕
統
合
政
策
に
確
信
を
持
っ
た
モ
ー
は
、
安
南
〔
ベ
ト
ナ
ム
全
体
の
意
味
〕
の
エ
リ
ー
ト
が
国
〔
イ
ン
ド

シ
ナ
〕
の
経
済
生
活
に
積
極
的
に
参
画
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
。
し
か
し
、〔
イ
ン
ド
シ
ナ
の
〕
植
民
地
官
僚
の
大
部
分
は
彼
の
見
方
に

完
く
賛
成
し
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
創
造
す
る
こ
と
よ
り
統
制
・
管
理
す
る
こ
と
を
志
向
し
て
い
た（

９
）」。

　

こ
う
し
て
ア
ン
リ･

モ
ー
は
一
九
三
六
年
に
橋
梁
道
路
技
師
団
の
植
民
地
勤
務
を
退
職
し
た
。
彼
は
フ
ラ
ン
ス
内
閣
総
理
大
臣
の
下
に
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設
け
ら
れ
た
経
済
改
革
委
員
会
の
技
師
顧
問
に
な
っ
た
が
、
政
界
の
裏
事
情
の
た
め
三
ヶ
月
後
ま
た
退
職
し
た
。
こ
の
頃
ち
ょ
う
ど
国
際

連
盟
事
務
局
は
、
中
国
（
国
民
党
政
権
）
向
け
技
師
団
長
に
な
る
専
門
家
を
探
し
て
お
り
、
以
前
こ
の
職
に
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
人
技
師
が

モ
ー
を
推
薦
し
た
。
国
際
連
盟
事
務
局
は
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
の
公
式
な
推
薦
を
得
た
モ
ー
を
、
検
討
の
上
、
技
師
団
長
に
選
ん
だ
。
一
九

三
七
年
五
月
三
一
日
に
モ
ー
夫
妻
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
中
国
へ
出
発
し
た
。

中
国
で
の
モ
ー
の
仕
事
、
そ
の
中
国
観

　

モ
ー
夫
妻
の
上
海
到
着
は
七
月
七
日
、
支
那
事
変
勃
発
の
日
で
あ
っ
た
。
偶
然
の
一
致
だ
が
、
意
味
深
く
、
象
徴
的
と
も
い
え
る
。
職

場
は
国
民
党
政
権
の
首
都
南
京
で
あ
っ
た
。
モ
ー
は
中
国
政
府
を
援
助
す
る
国
際
連
盟
顧
問
団
の
一
人
に
な
っ
た
。
そ
の
任
務
は
、
郵
便

電
信
の
分
野
で
現
地
の
役
人
の
理
解
を
得
て
、
若
手
技
師
を
育
て
る
こ
と
で
あ
っ
た（

（1
（

。
し
か
し
、
日
本
軍
の
攻
勢
の
た
め
、
八
月
末
に
外

国
人
外
交
官
及
び
顧
問
は
臨
時
首
都
に
な
っ
た
漢
口
に
疎
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

モ
ー
は
心
情
的
に
「
親
中
」
だ
っ
た
と
い
え
る
し
、
使
命
感
が
強
か
っ
た
。
彼
が
国
民
党
政
権
を
特
に
尊
重
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
は
っ

き
り
し
な
い
が
、
専
門
家
と
し
て
も
一
個
人
と
し
て
も
中
国
人
に
援
助
の
手
を
差
し
伸
べ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
日
本
軍
の
攻
勢

が
そ
の
仕
事
を
困
難
に
し
た
の
で
、
モ
ー
は
、「
反
日
」
で
は
な
く
て
も
日
本
の
行
動
を
侵
略
戦
争
と
見
な
し
た
で
あ
ろ
う
。

　

モ
ー
の
仕
事
は
具
体
的
に
は
、
全
国
経
済
委
員
会
の
指
導
の
下
で
、
南
中
国
に
お
け
る
通
信
網
を
視
察
す
る
こ
と
を
含
め
て
一
九
三
七

年
九
月
一
二
日
に
広
州
で
始
ま
っ
た
。
モ
ー
一
行
は
、
一
九
三
九
年
六
月
ま
で
に
一
〇
回
の
出
張
、
一
回
の
個
人
出
張
と
一
回
の
特
別
出

張
を
行
っ
た（

（1
（

。
そ
の
内
訳
・
日
程
は
本
稿
の
付
録
に
掲
げ
て
あ
る
。

　

モ
ー
と
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
た
の
は
、
現
地
の
官
僚
と
技
師
で
あ
っ
た
。
国
民
党
政
権
の
官
僚
制
度
下
の
官
僚
、
特
に
地
方
の
現
地
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官
僚
は
、
一
般
的
に
腐
敗
、
同
族
登
用
、
無
知
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
モ
ー
自
身
は
、
国
際
連
盟
の
代
表
者
、
ま
た
中
国
中
央
政
府
の

代
表
者
と
し
て
現
地
の
官
僚
（
広
州
市
長
を
含
め
て
）
と
激
し
く
や
り
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
彼
ら
を
働
か
せ
た
。
モ
ー
自
身
は
い
つ
も

手
際
の
よ
さ
を
守
っ
て
努
力
し
て
い
た
ら
し
い
。
同
時
に
中
国
人
技
師
と
の
関
係
は
同
志
的
だ
っ
た
と
言
え
る
。「
仕
事
の
雰
囲
気
は
活
発

で
幸
福
で
あ
っ
た
。
モ
ー
は
そ
の
雰
囲
気
を
好
ん
だ
」、
と
娘
の
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
は
資
料
に
基
づ
い
て
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
中
国
人
技
師
は
官

僚
と
違
っ
て
政
治
的
策
動
を
殆
ど
し
な
か
っ
た
の
で
、
モ
ー
と
の
関
係
は
良
好
で
あ
っ
た（

（1
（

。
こ
の
フ
ラ
ン
ス
人
技
師
は
、
い
つ
も
専
門
家

と
し
て
の
熱
心
さ
と
同
僚
と
し
て
の
熱
心
さ
を
中
国
人
技
師
に
見
せ
た
、
と
資
料
は
語
っ
て
い
る
。

　

毎
回
出
張
の
後
、
モ
ー
は
綿
密
な
報
告
書
（
写
真
、
地
図
な
ど
付
き
）
を
作
成
し
て
、
中
国
政
府
、
国
際
連
盟
事
務
局
、
ま
た
ト
ン
キ

ン
総
督
府
に
提
出
し
た
。
ト
ン
キ
ン
は
イ
ン
ド
シ
ナ
の
北
部
で
、
中
国
と
の
国
境
に
あ
っ
た
の
で
、
蒋
介
石
は
こ
の
地
域
に
お
い
て
フ
ラ

ン
ス
の
様
々
な
援
助
を
期
待
し
た
が
、
現
地
の
フ
ラ
ン
ス
人
官
僚
は
そ
れ
に
対
し
て
か
な
り
懐
疑
的
な
立
場
を
取
っ
た（

（1
（

。
個
人
的
に
モ
ー

は
、
フ
ラ
ン
ス
の
駐
中
国
大
使
の
ポ
ー
ル
・
エ
ミ
ー
ル
・
ナ
ジ
ア
ー
ル
（Paul-Ém

ile N
aggiar; 

一
八
八
三
―
一
九
六
一
年
）
や
、
パ
リ

の
友
人
で
あ
る
拓
務
省
の
ポ
ー
ル
・
ジ
ャ
キ
ノ
ー
（Paul Jacquinot

）
人
事
部
長
、
元
同
僚
数
人
、
ハ
ノ
イ
に
い
た
妻
な
ど
に
書
簡
を

送
っ
た
。
こ
の
資
料
が
モ
ー
の
評
伝
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
当
時
、
書
類
・
書
簡
の
交
換
に
は
時
間
が
か
か
っ
た
の
で
、
中
国
政
府
機
関

か
ら
回
答
、
訓
示
が
届
か
す
、
モ
ー
は
た
び
た
び
心
配
し
た
。

　

中
国
政
府
に
お
け
る
モ
ー
一
行
の
最
高
の
「
パ
ト
ロ
ン
」
は
西
洋
で
は
「T

.V
. Soong

」
と
し
て
知
ら
れ
る
当
時
の
財
政
部
長
・
全
国

経
済
委
員
会
長
、
宋
子
文
（
一
八
九
四
―
一
九
七
一
年
）
で
あ
っ
た
。
日
中
戦
争
勃
発
以
後
、
彼
は
一
時
期
香
港
で
活
動
し
て
い
た
。
宋

子
文
は
、
モ
ー
の
報
告
書
を
検
討
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
本
人
と
数
回
会
見
し
た
際
に
は
、
そ
の
行
動
、
ま
た
中
国
へ
の
援
助
の
申
し
出

を
高
く
評
価
し
て
、
仕
事
を
続
々
と
依
頼
し
て
き
た（

（1
（

。

　

戦
争
の
経
過
を
観
察
し
つ
つ
モ
ー
は
、
仏
中
関
係
、
特
に
経
済
・
貿
易
関
係
の
現
在
と
将
来
を
考
え
て
い
た
。
国
民
党
政
権
が
同
盟
国
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を
探
し
て
い
た
の
で
、「
モ
ー
は
、
こ
の
状
況
下
で
フ
ラ
ン
ス
に
は
〔
経
済
的
〕
拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
思
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
香
港

と
ビ
ル
マ
を
通
じ
て
中
国
を
大
々
的
に
支
援
し
て
い
た
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
は
そ
の
例
に
従
う
は
ず
だ
〔
と
モ
ー
は
考
え
た
〕。･･････

し

か
し
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
を
経
由
す
る
中
国
製
品
の
運
送
を
禁
止
し
続
け
た（

（1
（

」。

　

中
国
出
張
中
に
モ
ー
は
、
国
際
連
盟
の
技
師
専
門
家
・
顧
問
と
い
う
職
位
の
範
囲
を
超
え
て
、
中
国
政
府
が
行
っ
て
い
た
通
信
網
・
行

政
体
制
の
近
代
化
作
業
を
親
身
に
援
助
し
て
い
た
。
そ
の
援
助
す
る
意
志
は
日
本
の
侵
略
に
よ
っ
て
よ
り
強
ま
っ
た
と
結
論
で
き
る
。

モ
ー
と
日
中
戦
争

　

中
国
に
滞
在
す
る
こ
と
に
な
る
以
前
、
モ
ー
に
反
日
感
情
や
偏
見
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
な
い
が
、
中
国
人
と
そ
の
文
明･

文

化
に
対
し
て
好
感
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
職
位
が
政
治
問
題
と
関
係
が
な
か
っ
た
の
で
、
モ
ー
は
国
際
連
盟
の
役

人
・
代
表
者
と
し
て
自
分
の
中
立
性
を
厳
守
し
て
い
た
。
し
か
し
、
日
中
戦
争
の
勃
発
、
の
ち
拡
大
が
そ
の
仕
事
に
直
接
的
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
。
南
中
国
の
通
信
網
・
行
政
体
制
の
近
代
化
作
業
は
国
民
党
政
権
の
反
日
軍
事
的
努
力
の
一
部
に
な
っ
た
。
一
九
三
八
年
一
月
上

海
・
南
京
の
占
領
の
詳
細
を
聞
い
た
後
、
モ
ー
の
個
人
的
立
場
は
さ
ら
に
反
日
に
な
っ
た（

（1
（

。

　

モ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ス
が
日
本
の
侵
略
・
拡
大
と
戦
う
は
ず
だ
と
は
発
言
し
な
か
っ
た
。
彼
が
発
言
し
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
は
日
本
の
政

治
的
圧
力
を
も
の
と
も
せ
ず
に
中
国
を
支
援
す
る
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
見
解
の
根
拠
は
フ
ラ
ン
ス
の
国
益
保
存
で
あ
っ

た
。「
イ
ン
ド
シ
ナ
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
は
〔
中
国
で
〕
持
っ
て
い
た
カ
ー
ド
を
失
う
可
能
性
が
あ
っ
た
」。･･････

イ
ギ
リ
ス
も
ド
イ
ツ
も

中
国
で
自
分
の
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
い
た（

（1
（

」。

　

フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
中
国
と
の
友
好
関
係
よ
り
日
本
と
の
紛
争
の
リ
ス
ク
を
高
く
評
価
し
た
。
モ
ー
は
、
ど
の
よ
う
に
終
戦
を
迎
え
て
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も
日
本
が
広
大
な
中
国
全
土
を
隷
属
・
統
制
す
る
こ
と
は
な
い
し
、
独
立
し
た
中
国
政
府
が
残
る
と
確
信
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン

ス
が
こ
の
独
立
し
た
中
国
政
府
に
「
我
等
は
あ
な
た
と
艱
難
を
共
に
し
た
」
と
発
言
で
き
れ
ば
、
そ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
の
国
益
に
な
る
、
と

モ
ー
は
考
え
た（

（1
（

。

　

モ
ー
の
中
国
出
張
は
一
九
三
九
年
七
月
に
終
わ
っ
た
。
蒋
介
石
が
フ
ラ
ン
ス
人
技
師
を
引
見
し
て
謝
意
を
表
し
た
。
宋
子
文
も
彼
を
引

見
し
て
、
中
国
政
府
の
新
た
な
任
務
を
勧
め
た
。
七
月
二
九
日
モ
ー
夫
妻
が
サ
イ
ゴ
ン
か
ら
出
発
し
て
、
八
月
一
七
日
マ
ル
セ
イ
ユ
に
帰

国
し
た（

（2
（

。
フ
ラ
ン
ス
の
拓
務
大
臣
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
マ
ン
デ
ル
（Georges M

andel; 

一
八
八
五
―
一
九
四
四
年
）
は
国
民
党
政
権
へ
の
援

助
対
策
を
支
持
し
た
の
で
、
モ
ー
に
は
中
国
に
帰
っ
て
ほ
し
か
っ
た
が
、
欧
州
戦
争
勃
発
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
に
残
っ
た
。
拓
務
省
、
労
働

省
な
ど
に
勤
め
て
、
一
九
四
三
年
か
ら
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
に
参
加
し
た
。

　

一
九
四
四
年
一
〇
月
に
ル
ネ
・
プ
レ
ヴ
ァ
ン
（René Pleven; 

一
九
〇
一
―
一
九
九
三
年
）
新
外
相
は
モ
ー
と
会
見
し
て
、
蒋
介
石
が

重
慶
市
で
モ
ー
が
指
導
す
る
フ
ラ
ン
ス
経
済
代
表
団
の
設
立
を
要
請
し
て
い
る
と
知
ら
せ
た
。
一
九
四
五
年
三
月
九
日
に
モ
ー
は
中
国
に

出
発
し
た
。
仏
中
経
済
関
係
を
中
心
に
し
た
戦
後
の
活
動
は
、
本
稿
の
フ
レ
ー
ム
外
に
な
る
。
ア
ン
リ
・
モ
ー
は
一
九
五
〇
年
六
月
一
三

日
、
航
空
機
墜
落
事
故
で
変
死
し
た（

（2
（

。

フ
ラ
ン
ス
極
東
艦
隊
指
揮
官
ド
ク
ー
海
軍
中
将
が
見
た
日
本
の
拡
大

―
欧
州
戦
争
勃
発
直
前

　

一
九
三
九
年
九
月
一
日
の
ド
イ
ツ
軍
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
の
結
果
、
三
日
に
欧
州
戦
争
が
勃
発
し
た
。
日
本
は
、
こ
の
戦
争
へ
の
不
介
入

方
針
を
掲
げ
た
が
、
戦
争
の
経
過
を
観
察
し
て
そ
の
展
開
を
論
じ
て
い
た（

（2
（

。
ア
ジ
ア
に
植
民
地
と
権
益
を
持
つ
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
も

日
本
の
反
応
と
行
動
を
観
測
し
て
い
た
。
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日
本
の
大
陸
政
策
の
進
展
に
特
に
注
目
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
一
人
は
、
一
九
三
九
年
一
月
に
任
命
さ
れ
た
極
東
艦
隊
指
揮
官
ジ
ャ

ン
・
ド
ク
ー
（Jean D

ecoux; 

一
八
八
四
―
一
九
六
三
年
）
海
軍
中
将
で
あ
っ
た
。
ド
ク
ー
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
仏
日
関
係
の
主
役

の
一
人
で
あ
り
、
戦
後
大
切
な
資
料
で
あ
る
詳
細
な
回
想
録
『
イ
ン
ド
シ
ナ
を
治
め
て
』（
一
九
四
九
年
）
を
執
筆
し
た
。
彼
は
キ
ャ
リ
ア

軍
人
で
あ
っ
た
が
、
知
識
人
と
し
て
も
知
ら
れ
た
。

　

一
九
三
九
年
五
月
上
旬
ド
ク
ー
は
サ
イ
ゴ
ン
に
到
着
し
て
、
二
週
間
後
所
管
の
各
地
へ
視
察
旅
行
に
出
発
し
た
。
十
九
世
紀
か
ら
の
伝

統
に
従
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
極
東
艦
隊
指
揮
官
が
同
時
に
在
中
国
フ
ラ
ン
ス
派
遣
軍
の
最
高
指
揮
官
で
あ
っ
た
。
当
時
フ
ラ
ン
ス
は
、
日
本

の
弾
圧
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
で
上
海
を
は
じ
め
て
統
治
し
た
租
界
を
成
功
裏
に
運
営
し
て
い
た
。
ド
ク
ー
は
、
所
謂
「
き
な
臭
さ
を

感
じ
て
」
大
陸
で
の
日
本
の
軍
事
的
拡
大
を
心
配
し
て
い
た
の
で
、
租
界
の
防
衛
に
特
に
注
意
し
て
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ

ア
、
日
本
の
艦
隊
指
揮
官
達
と
会
見
し
た
。
公
式
な
会
見
の
雰
囲
気
は
穏
や
か
だ
っ
た
が
、
支
那
方
面
艦
隊
指
揮
官
及
川
古
志
郎
（
一
八

八
三
―
一
九
五
八
年
）
海
軍
中
将
は
「
不
安
を
作
ら
れ
た
笑
顔
で
紛
ら
わ
し
て
い
た
」
と
ド
ク
ー
は
感
じ
た（

（2
（

。

　

及
川
に
も
心
配
の
理
由
が
あ
っ
た
。
上
海
で
の
会
見
後
、
六
月
二
二
―
二
七
日
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
仏
英
軍
事
交
渉
が
行
わ
れ
た
か
ら

で
あ
る
。
欧
州
戦
争
（
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ
リ
ス
対
ド
イ
ツ
）
が
起
き
た
場
合
に
日
本
が
そ
れ
を
大
陸
侵
略
の
拡
大
の
た
め
に
利
用
す
る
か

ど
う
か
、
仏
英
の
心
配
に
は
明
白
な
理
由
が
あ
っ
た
。
タ
イ
の
親
日
的
立
場
も
討
議
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
タ
イ
向
け
「
平
和
化
」
の
政

策
を
選
ん
だ
、
と
ド
ク
ー
は
強
調
し
て
い
る（

（2
（

。

フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
大
陸
政
策

―
フ
ラ
ン
ス
敗
戦
を
中
心
に
し
て

　

ド
ク
ー
が
回
想
し
た
通
り
「
海
上
の
〔
仏
日
〕
事
件
は
繰
り
返
さ
れ
た
。
中
国
の
海
辺
を
密
に
封
鎖
し
て
い
る
日
本
海
軍
の
軍
艦
は
、
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我
等
〔
フ
ラ
ン
ス
〕
の
商
船
を
何
回
で
も
検
束
し
た
の
で
、
私
〔
ド
ク
ー
〕
は
我
等
〔
フ
ラ
ン
ス
〕
の
大
使
館
を
通
じ
て
東
京
宛
強
硬
に

抗
議
し
た
。･･････

日
本
側
は
直
ち
に
そ
の
抗
議
を
聞
き
届
け
た
。
し
か
し
、
水
平
線
に
太
陽
〔「
日
の
丸
」、
日
本
の
意
味
〕
の
色
に
は

血
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
見
え
は
じ
め
て
い
た（

（2
（

」。

　

一
九
四
〇
年
六
月
フ
ラ
ン
ス
の
敗
戦
は
世
界
的
に
シ
ョ
ッ
ク
キ
ン
グ
な
出
来
事
だ
っ
た
。
予
想
外
の
敗
戦
は
苦
し
か
っ
た
が
、
全
面
的

で
は
な
か
っ
た
。
負
け
た
の
は
第
三
共
和
国
政
権
と
陸
軍
と
で
あ
っ
た
。
有
名
な
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ペ
タ
ン
元
帥
（Philippe Pétain; 

一
八

五
六
―
一
九
五
一
年
）
を
首
班
と
す
る
新
内
閣
は
、
本
土
の
四
割
と
外
地
・
植
民
地
、
海
軍
を
統
制
し
続
け
た
。
六
月
二
二
日
に
締
結
さ

れ
た
独
仏
休
戦
協
定
は
、「
フ
ラ
ン
ス
の
終
末
」
で
は
な
く
、
時
代
の
終
わ
り
と
新
時
代
の
初
め
を
意
味
し
た
。
し
か
し
、
六
月
一
八
日

か
ら
、
ロ
ン
ド
ン
に
亡
命
し
た
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル
（Charles de Gaulle; 

一
八
九
〇
―
一
九
七
〇
年
）
は
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
で
、

イ
ギ
リ
ス
と
一
緒
に
対
独
闘
争
を
継
続
し
、
ペ
タ
ン
内
閣
へ
抵
抗
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
た
。

　

東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
は
戦
闘
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
が
休
戦
を
要
請
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
イ
ン

ド
シ
ナ
で
「
本
当
の
激
変
」
と
共
に
「
残
っ
た
見
込
み
」（
ド
ク
ー
の
表
現
）
の
反
応
を
誘
発
し
た
。
特
に
軍
人
の
間
に
「
戦
い
を
続
け

よ
！
」
と
い
う
感
じ
が
強
か
っ
た
が
、
ド
・
ゴ
ー
ル
に
よ
る
反
政
府
の
呼
び
か
け
に
対
す
る
賛
成
は
殆
ど
な
か
っ
た
。
ま
た
他
の
フ
ラ
ン

ス
外
地
・
植
民
地
の
総
督
、
陸
海
軍
指
揮
官
は
ペ
タ
ン
内
閣
を
支
持
し
て
、
休
戦
に
賛
成
し
た
。
欧
州
戦
争
勃
発
直
前
、
一
九
三
九
年
八

月
二
三
日
に
任
命
さ
れ
て
同
三
〇
日
に
イ
ン
ド
シ
ナ
に
到
着
し
た
新
し
い
総
督
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
カ
ト
ル
ー
（Georges Catroux; 

一
八
七

七
―
一
九
六
九
年
）
陸
軍
大
将
は
、
個
人
的
に
休
戦
に
反
対
し
た
た
め
動
揺
し
た
が
、
一
九
四
〇
月
六
月
二
七
日
に
、
ド
ク
ー
は
、
軍
人

と
国
民
の
義
務
に
従
っ
て
休
戦
に
賛
成
し
た（

（2
（

。
同
時
に
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
、
カ
ト
ル
ー
を
解
任
し
て
、
ド
ク
ー
を
総
督
に
任
命
し
た
。
そ

の
任
命
は
事
前
協
議
な
し
の
命
令
で
あ
っ
た（

（2
（

。

　

現
地
の
主
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
は
日
本
の
反
応
・
行
動
と
イ
ギ
リ
ス
の
反
応
・
行
動
で
あ
っ
た
。
日
本
政
府
は
相
手
政
府
と
し
て
ペ
タ
ン
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内
閣
し
か
承
認
せ
ず
、
駐
日
大
使
ア
ル
セ
ー
ヌ
＝
ア
ン
リ
と
交
渉
を
続
け
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
外
地
・
植
民
地
と
そ
の
陸
海

軍
を
統
制
す
る
志
向
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ド
ク
ー
は
イ
ギ
リ
ス
国
旗U

nion Jack

の
下
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
の
で
、
仏
英
軍

事
交
渉
（
サ
イ
ゴ
ン
、
六
月
二
八
―
三
〇
日
）
は
決
裂
し
た（

（2
（

。
カ
ト
ル
ー
は
ド
・
ゴ
ー
ル
の
運
動
「
自
由
フ
ラ
ン
ス
」
に
加
入
し
た
。

　

ペ
タ
ン
首
相
が
ド
イ
ツ
側
に
休
戦
を
要
請
し
た
後
、
日
本
政
府
は
六
月
一
九
日
に
ア
ル
セ
ー
ヌ
＝
ア
ン
リ
大
使
を
通
じ
て
フ
ラ
ン
ス
政

府
に
東
ア
ジ
ア
現
状
に
関
す
る
最
後
通
牒
を
発
し
た
。
日
仏
関
係
に
は
新
し
い
時
代
が
始
ま
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
第
三
共
和
国
が
死
亡
し
、

ヴ
ィ
シ
ー
政
権
と
呼
ば
れ
る
フ
ラ
ン
ス
国
が
設
立
さ
れ
た
。
イ
ン
ド
シ
ナ
総
督
府
は
そ
の
政
権
に
忠
実
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
代
の
出
来
事

と
そ
の
評
価
が
次
回
の
研
究
論
文
の
テ
ー
マ
に
な
る
。

付
録

モ
ー
一
行
の
中
国
出
張
の
内
訳
・
日
程

第
1
回
出
張　

一
九
三
七
年
九
月
一
五
日
～
一
〇
月
一
一
日
（
二
六
日
間
）　

広
東
省
・
湖
南
省
・
広
西
省　

	

（A
ntoinette M

aux-Robert, Le dragon de l’E
st. H

enri M
aux en m

ission dans la Chine en guerre, 1937 -1939 

（M
arly-le-Roi: 

Éditions Cham
pflour, 1999

）, pp. 51 -61

）.

第
2
回
出
張　

一
九
三
七
年
一
〇
月
三
一
日
～
一
一
月
九
日
（
一
〇
日
間
）　

江
西
省
・
湖
南
省　

	

（
同
上
、pp. 61 -64

）.

個
人
視
察　

一
九
三
七
年
一
二
月
一
五
～
二
〇
日
（
六
日
間
）　

中
国
・
ト
ン
キ
ン
国
境 

	

（
同
上
、pp. 64 -68

）.

第
3
回
出
張　

一
九
三
八
年
一
月
二
～
八
日
（
七
日
間
）　

広
東
省

	

（
同
上
、pp. 73 -74

）.
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第
4
回
出
張　

一
九
三
八
年
一
月
一
〇
～
三
〇
日
（
二
〇
日
間
）　

広
東
省
・
江
西
省

	
（
同
上
、pp. 75 -80

）.
第
5
回
出
張　

一
九
三
八
年
三
月
一
七
～
二
六
日
（
九
日
間
）　

湖
北
省
・
湖
南
省
・
広
西
省

	

（
同
上
、pp. 92 -96

）.

第
6
回
出
張　

一
九
三
八
年
六
月
一
三
日
～
七
月
一
四
日
（
三
一
日
間
）　

雲
南
省
・
貴
州
省
・
湖
南
省　

	

（
同
上
、pp. 104 -120

）.

第
7
回
出
張　

一
九
三
八
年
九
月
二
五
日
～
一
〇
月
三
一
日
（
三
七
日
間
）　

広
東
省
南
部

	

（
同
上
、pp. 125 -134
）.

第
8
回
出
張　

一
九
三
八
年
一
一
月
一
七
日
～
一
二
月
一
二
日
（
二
六
日
間
）　

雲
南
省
・
ビ
ル
マ

	

（
同
上
、pp. 140 -144

）.

第
9
回
出
張　

一
九
三
九
年
四
月
二
～
一
二
日
（
一
〇
日
間
）　

雲
南
省
・
ビ
ル
マ

	

（
同
上
、pp. 155 -156

）.

第
10
回
出
張　

一
九
三
九
年
四
月
二
六
日
～
五
月
二
日
（
七
日
間
）　

ト
ン
キ
ン
・
江
西
省

	

（
同
上
、pp. 157 -158

）.

特
別
出
張
（
行
方
不
明
に
な
っ
た
国
際
連
盟
技
師
団
の
探
索
）　

一
九
三
九
年
五
月
二
八
日
～
六
月
一
八
日
（
二
〇
日
間
）　

長
江
上
流

	

（
同
上
、pp. 159 -165

）. 

註
本
稿
の
引
用
は
全
て
筆
者
が
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
１
）		Jean Escarra, L’honorable paix japonaise （Paris: Bernard Grasset, 1938

）, pp. 200 -202, 214 -216.

（
２
）		Édouard Clavery, L’E

xtrêm
e-O

rient. Chine – Japon. 1939 （Paris: Les éditions des presses m
odernes, 1939

）, p. 110 -111. 

そ

の
初
版
本
は
、Édouard Clavery, L’anarchie en Chine et le rôle du Japon. 1921 -1938 （Paris: Les éditions des presses m

odernes, 
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1938

）、
再
出
版
は
、Édouard Clavery, L’E

xtrêm
e-O

rient. 1940 

（Paris: Les éditions des presses m
odernes, 1940

）。
ク
ラ
ヴ
ェ

リ
ー
の
略
歴
、
著
作
、
活
動
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
ワ
シ
ー
リ
ー
・
モ
ロ
ジ
ャ
コ
フ
「
フ
ラ
ン
ス
知
識
人
が
見
た
日
本
の
大
陸
・
植
民
地
政
策
（
四
） 

―
支
那
事
変
と
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ジ
ア
政
策
」（『
拓
殖
大
学
国
際
日
本
文
化
研
究
』
第
四
号
二
〇
二
〇
年
）
六
五
―
六
八
頁
。

（
３
）		

レ
ヴ
ィ
ー
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
太
平
洋
問
題
研
究
会
（Com

ité d’études des problèm
es de Pacifique

）
の
書
記
長
で
り
、
一
九
三
六
年
に
主

要
な
シ
ン
ク
・
タ
ン
ク
の
国
際
政
治
研
究
セ
ン
タ
ー
（Centre d’Études de Politique Étrangère

）
の
調
査
員
に
な
っ
た
。
そ
の
略
歴
と
作
品

の
紹
介
は
、
ワ
シ
ー
リ
ー
・
モ
ロ
ジ
ャ
コ
フ
「
フ
ラ
ン
ス
知
識
人
が
見
た
日
本
の
大
陸
・
植
民
地
政
策
（
三
）

―
支
那
事
変
を
中
心
に
」（『
拓
殖

大
学
国
際
日
本
文
化
研
究
』
第
三
号
二
〇
一
九
年
）
五
八
頁

；
同
（
四
）
五
七
頁
。

（
４
）		Roger Lévy, La politique française en E

xtrêm
e-O

rient, 1936 -1938 （Paris: C.E.P.E. 1939

）, pp. 126 -127.

（
５
）		

同
上
、pp. 127 -128.

（
６
）		

当
時
の
ク
レ
イ
ギ
ー
の
見
解
、
立
場
、
行
動
ま
た
幻
想
に
つ
い
て
詳
し
く
は
本
人
の
回
想
録
、Sir Robert Craigie, Behind the Japanese M

ask 

（London: H
utchinson, 1945

）, Chapter X
 “Prince K

onoye and H
is Foreign M

inisters”, Chapter X
II “Interplay of Foreign and 

D
om

estic Politics”, Chapter X
IV

 “T
w

o M
oderate Governm

ents”

な
ど
。

（
７
）		A

ntoinette M
aux-Robert, Le dragon de l’E

st. H
enri M

aux en m
ission dans la Chine en guerre, 1937 -1939 

（M
arly-le-Roi: 

Éditions Cham
pflour, 1999

）. 

（
８
）		

同
上
、p. 13.

（
９
）		

同
上
、pp. 14 -15.

（
10
）		

同
上
、pp. 21 -22.

（
11
）		

同
上
、p. 190.

（
12
）		

同
上
、p. 53.

（
13
）		

同
上
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